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アルカ リ-ライ ド中のF中心は 1500K以下で 1-1･5p の登光を出す｡_室

温でⅩ線着色お よび附加着色 したpureな KCl単結晶のF中心の登米のDecay

timeを測定 し､ 20Kで 1･1×10~6secの値を得た. 測定には半値巾3×10~唱

secの光パルスを用いた｡さ らにAgを 0.1m01% 含むECユ 単結晶をⅩ線

着色 し､F中心とAg原子中心 (葦中心)との相互作用を調べた｡20Kでは

pureな KCl 中のF中心はF光照射によってほとん ど消滅 しないが､ Ag を

含むものでは急速に消滅 し､五中心に変わる｡ 一方光伝導度を調べると両者の

温度変化は略同一で､ 15OOx近傍で敦滅するO このことか らAg を含むKCユ中

のF中心の極低温での消或は､F励起電子が伝導帯を経ずに､近傍のAg+ィォ

ン･:I,eトンネル効果で移動するのであろ うと考え られていたO もしそ うであると

すれば､F中心のeXCitedstaもeの寿命がAg+ の存在によb変化する筈で

ある｡ これを確認するため,登光のDecay もiF-e を測定すると､F光照射の

初期で PureKCユに比 して約 10%短かい値を得た｡ 適当なパラメタ-の値を

え らび Dexterijによる トンネル効果の計算を適用すると､ 上述のDecay 七ime
の変化 をうまく定量的に説明するこ】とができる｡ なお同 じパラメタ-値で

Bleaching rateもよ(説明することができた｡即ち､Agを含むKCl中の

F中心が 極低温で消滅するのは､F中心か らAg→＼ F励起電子が トンネル効果に

よって移動 し､E中心ができると結論される｡ このとき伝導体の底か らF中心

の eXC土もedsもateまでの深さは 0･1-0･17eVの程度と考息られる｡
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